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今月のおすすめ

例
、さ
ら
に
は
親
の
気
持
ち
な
ど
、

具
体
例
を
挙
げ
て
解
説
。
幸
せ
な

結
婚
を
勝
ち
取
り
た
い
人
必
読
の

参
考
書
。　
　
　
　
　
（
文
芸
社
）

ま
た
会
い
た
く
な
る
人 

婚
活
の

た
め
の
モ
テ
講
座

大
橋
清
朗
／
著

　

出
会
い
さ
え
あ
れ
ば
、
結
婚
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

歳
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、
あ
な
た

の
「
市
場
価
値
」
は
低
く
な
り
ま

す
。
期
間
と
期
限
を
決
め
て
、
今

す
ぐ
「
婚
活
」
を
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。
必
ず
成
功
す
る
婚
活
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
花
婿
学
校
講
師
が
教
え
ま

す
。 

（
講
談
社
）

絶
対
☆
幸
せ
に
な
る
婚
活
塾　

成

功
す
る
恋
愛
・
結
婚
へ
の
道

櫻
井 

秀
勲
／
著

　

自
分
を
幸
せ
に
す
る
婚
活
、
ス

タ
ー
ト
！ 

目
力
で
彼
に
好
意
を

伝
え
る
、
将
来
性
の
あ
る
男
性
を

つ
か
む
、
不
満
が
出
に
く
い
相
手

を
選
ぶ
な
ど
、
成
功
す
る
恋
愛
・

結
婚
へ
の
道
40
を
具
体
的
に
紹

介
。 

（
新
講
社
）

い
！ 

婚
活
力
を
上
げ
る
ヒ
ン
ト
、

婚
活
ス
タ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

な
ど
、
具
体
的
な
婚
活
の
方
法
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
。
出
会
い
か

ら
ゴ
ー
ル
ま
で
の
失
敗
し
な
い
ノ

ウ
ハ
ウ
の
全
て
を
公
開
。

 

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
婚
活
入
門
！

脇
光
雄
／
著

　

結
婚
相
談
所
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
、
婚
活
を
基
礎
か
ら
紹
介
。
婚

活
の
心
得
、
相
手
に
選
ん
で
も
ら

え
る
ポ
イ
ン
ト
、
成
功
例
・
失
敗

　

最
短
距
離
で
結
婚
す
る
た
め
の

「
婚
活
ノ
ー
ト
」
の
す
す
め
や
、

婚
活
力
を
上
げ
る
ヒ
ン
ト
な
ど
、

具
体
的
な
婚
活
の
方
法
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
。
出
会
い
か
ら
ゴ
ー

ル
ま
で
の
失
敗
し
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ

の
全
て
を
公
開
。

 

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

う
ま
く
い
く
！
男
の
「
婚
活
」
戦

略 

10
倍
効
率
ア
ッ
プ 

何
も
し
な

い
と
、
結
婚
で
き
な
い
！

　

男
の
婚
活
に
は
、
戦
略
が
必

要
。
何
も
し
な
い
と
結
婚
で
き
な

応
援
し
ま
す
！

「
婚
活
の
本
」
特
集
！

幸
せ
に
な
る
！
女
の
「
婚
活
」
バ

イ
ブ
ル 　

リ
ア
ル
に
わ
か
る 

何

も
し
な
い
と
、
結
婚
で
き
な
い
！

か
と
り
縁
結
び
大
作
戦　

第
1
回
イ
ベ
ン
ト

藤
藍
子
さ
ん
が
婚
活
を
応
援
！

佐

▲トークライブの最後は質問タイム。笑顔で答える佐藤藍子さん
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香
取
遺
産

香
取
遺
産

　

香
取
神
宮
の
御
神
宝
海
獣
葡
萄

鏡
が
国
宝
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
鏡
と
同

じ
型
で
造
ら
れ
た
鏡
が
正し

ょ
う

倉そ
う

院い
ん

に

伝
世
す
る
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
昨
秋
開
催

さ
れ
た
「
正
倉
院
展
」
に
、
こ
の

「
兄
弟
鏡
」
鳥ち

ょ
う

獣じ
ゅ
う

花か

背は
い
の

円え
ん

鏡き
ょ
う

（
海

獣
葡
萄
鏡
）
が
出
陳
さ
れ
て
話
題

に
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

海
獣
葡
萄
鏡
は
中
国
南
北
朝
時

代
末
期
の
6
世
紀
後
半
ご
ろ
に
出

現
し
、
隋ず

い

時
代
を
経
て
、
唐と

う

時
代

（
6
1
8
〜
9
0
7
年
）
に
盛
行

し
た
鏡
で
す
。
葡ぶ

萄ど
う

唐か
ら

草く
さ

と
禽き

ん

獣じ
ゅ
う

を
配
し
た
西
方
的
図
紋
が
特
徴
で
、

中
国
で
も
各
地
か
ら
出
土
し
て
お

り
、
わ
が
国
に
も
数
多
く
の
類
品

が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
倉

院
や
法
隆
寺
そ
の
他
各
地
の
古
社

寺
に
伝
世
す
る
も
の
、
ま
た
古
墳

や
寺
跡
な
ど
遺
跡
か
ら
の
出
土
品

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

我
が
国
に
伝
わ
る
海
獣
葡
萄
鏡
の

中
で
も
、
香
取
神
宮
蔵
の
国
宝
海

獣
葡
萄
鏡
は
大
型
に
し
て
そ
の
制

作
が
優
秀
な
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

白は
く

銅ど
う（

銅
に
錫す

ず

を
加
え
た
合
金
）

製
の
大
型
円
鏡
（
径
29
・
7
㎝
）
で
、

鏡
面
は
僅
か
に
反
り
凸
面
を
呈
し

て
い
ま
す
。
縁
を
厚
く
造
る
一
方
、

鏡
背
面
は
中
央
付
近
の
地
を
低
く

彫
り
下
げ
て
2
㎜
ほ
ど
の
厚
さ
に

し
、
そ
こ
に
肉
厚
の
鳥
獣
紋
を
配

し
て
い
ま
す
。

　

鏡
背
の
紋
様
構
成
は
、
高
く
突

出
し
た
界か

い

線せ
ん

に
よ
っ
て
内
外
二
区

に
分
け
、
内
区
に
は
牡
鹿
を
銜く

わ

え

て
蹲

う
ず
く
ま

る
海
獣
を
か
た
ど
っ
た
鈕

を
置
き
、
そ
の
周
囲
に
葡
萄
唐
草

上
に
戯
れ
る
八
頭
の
親
獅
子
と

一
三
頭
の
子
獅
子
を
配
し
て
い
ま

す
。
外
区
に
は
葡
萄
唐
草
の
中
を

右
回
り
に
疾し

っ

駆く

す
る
獅
子
・
鴛お

し

鴦ど
り

・
孔く

雀じ
ゃ
く

・
鹿
・
鶏
・
天
馬
・
鳳ほ

う

凰お
う

を
表
し
、
界か

い

圏け
ん

に
は
葡
萄
唐
草

に
と
ま
り
、
あ
る
い
は
飛
び
交
う

鳥
と
昆
虫
、
周
縁
に
は
飛
雲
を
表

し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
科
学
的
な
調
査
に
よ
れ

ば
、
正
倉
院
鏡
と
は
錫
・
鉛
の
含

有
量
が
少
し
異
な
っ
て
お
り
、
同

じ
溶
銅
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
二
鏡
と
も
錫
濃
度
の
高
い
唐

鏡
に
近
い
成
分
で
あ
り
、
制
作
地

は
中
国
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

一
尺
近
い
大
型
の
海
獣
葡
萄
鏡

は
、
そ
の
精
緻
で
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
文
様
構
成
か
ら
初
唐
ご
ろ
の
制

作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
制
作
さ
れ
た
こ
の
「
兄

弟
鏡
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
大
寺
と

東
国
最
大
の
古
社
香
取
神
宮
に
伝

え
ら
れ
た
こ
と
は
偶
然
な
の
か
、

大
変
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

昭
和
28
年
3
月
31
日
国
宝
に
指

定
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
（50）
1
2
2
4

日本最大の海獣葡萄鏡日本最大の海獣葡萄鏡
「兄弟鏡」は正倉院御物「兄弟鏡」は正倉院御物

「香取神宮蔵の国宝海
かいじゅうぶどうきょう

獣葡萄鏡」

　

第
1
回
目
の
か
と
り
縁
結
び
大
作
戦

イ
ベ
ン
ト
が
、
9
月
25
日
に
香
取
神
宮

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
各
30
人
の
参
加
者
は
、
香
取
神

宮
本
殿
で
雅
楽
を
鑑
賞
し
、
心
願
成
就

の
ご
祈
祷
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
取
市
在
住
の
女
優
・
佐
藤

藍
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が
香
取
神

宮
社
務
所
で
開
催
さ
れ
、
香
取
市
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
や
、
自

身
の
結
婚
ま
で
の
経
緯
、
結
婚
生
活
な

ど
を
真
剣
か
つ
ユ
ー
モ
ア
に
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
終
了
後
は
、
香
取
神

宮
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
、夕
食
会
で
、

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
、
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
5
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　日常生活における騒音や、ペッ
トの飼い方等をめぐり、隣人同士
がトラブルになるケースが全国で
後を絶ちません。最近は耳にする
ことが少なくなりましたが、日本
には「向こう三軒両隣」という言
葉があります。これは、良好な近
所づきあいをするための風習を言
い表したもので、味噌がなくなれ
ば隣に駆け込み、子どもを少し
預
あず

かってくれるよう頼まれれば、
快
こころよ

く自分の子と同様に可愛がる。
しばらく家を空けるのでと頼まれ
れば、敷地内の見回りも引き受け
る。まさに、相互の信頼関係が無
ければ成り立たない風習ですが、
助け合いの精神は、防災や防犯面
においても功を奏し、今でも地域
に脈々と受け継がれております。
　市内には現在、101の自主防災
組織がありますが、3月の震災時、

役員の方々が先頭に立って地区内
を見回り、家屋の被害状況・ケガ
人や行方不明者の有無を確認した
地域もあります。あらかじめ役員
には、家々の家族構成と連絡先が
記された書類が渡されており、そ
れを基に住民の安否確認を行いま
した。しかし、現代社会では、緊
急時において、プライバシーや、
個人情報の保護が逆に災いするこ
ともあります。
　3頁に「香取市災害復興計画
（案）」の関連記事を掲載しました
が、災害時の被害拡大を防ぐため
にも、市民相互の協力体制は不可
欠です。
　一刻も早い完全復旧と復興を目
指し、市民の皆さんが安心して住
み続けることのできるまちづくり
を進めて参りますので、今後とも
ご理解とご協力をお願い致します。

市長歳時記


